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1 はじめに   

本稿は，昨年度に行われたOR学会マー  

ケテイング研究部会第2回スキャンパネル  

データ解析コンペで著者の行った分析（岡  

太・宮内・渡辺，1996）を発展させたもので  

ある．前回の解析では，パネルの各クラス  

ターをTNDSCALの共通対象布置における  

理想点として表現し，理想点とブランドの  

距離から各々のブランドの購入数を予測し，  

その購入数に基づいてシェアを予測した．  

本稿では，各クラスターを理想点ではなく  

理想ベクトルとして表現し，理想ベクトル  

ヘの各ブランドの射影を用いて，クラスタ  

ー毎に各ブランドの購入数を予測し，シェ  

アを予測した．  

1996）に比べて大きな変化はない．  

PREFMAPを用いる段階で，各クラスター  

を理想点ではなく理想ベクトルを用いて  

INDSCALの共通対象布置に表現すること  

が手続き上の違いである．分析は5つの新  

製品各々について別個に行った．   

PREFMAPにおいて理想点ではなく理想  

ベクトルを用いた理由は，INDSCALの共通  

対象布置に埋め込んだ理想点の位置が，l  

週から13週の当該ブランド（5つの新製  

品）と他ブランド（当該5新製品のブラン  

ドと同一カテゴリーに含まれる他競合ブラ  

ンド）の布置と比較したとき，布置の中心に  

近い位置ではなく，周辺に位置していた場  

合が多かったからである．理想点が布置の  

周辺に位置している場合には，理想ベクト  

ルを用いても理想点を用いた場合とあまり  

変わらない結果が期待できる．しかも，理  

想ベクトルモデルは理想点モデルより単純  

であるという利点がある．なぜならば，理  

想ベクトルは，理想点を対象との距離が無  

限大になるように遠方に位置させた場合に  

相当するからである（Carroll，1972）．   

理想ベクトルを用いて各クラスターを共  

通対象布置に表現するまでの分析の手順を  

簡単にまとめると以下のようになる．   

最初に，パネルメンバーを，1週から13  

週の当該ブランドと他ブランドの購入数に  

基づいて，クラスター一分析を行い，クラス  

タいに分ける．  

1週から13週の当該ブランドと他ブラン  

2 デーータ   

提供されたデータは，1995年春に発売さ  

れた5種類の新製品の各々について，発売  

後13週間の購入ブランド（当該5新製品の  

ブランド，同一カテゴリーに含まれる他競  

合ブランド）および購入個数，購入日，当該  

新製品の販売価格，値引率，エンドの有無，  

リーーフの有無からなる店舗レベルのスキャ  

ナーパネルデータである．発売後13週間の  

データをもとにして，発売後27週から39  

週まで13週間の5新製品各々の購入数を予  

測し，購入数に基づいてシェアを予測する．  

3 分析   

分析の手順は，前回（岡太・宮内・渡辺，  

－236－   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



入数が関連づけられる．  ドを26個の対象と考える．各クラスタ一に  

ついて，l週から13週の当該ブランドと他  

ブランドの購入数に基づいて，これら26個  

の対象間の距離を計算する．26×26の対象  

間の距離行列が，各クラスタ一について求  

められる．   

対象間の距離行列を，対象間の非類似度  

行列と考え，対象×対象×クラスターの 2  

相3元データとして，INDSCAL（Carroll＆  

Chan島1970）を用いて分析する（岡太・丸茂，  

1993）．INDSCALによる分析から，共通対  

象布置と重み布置が得られる．共通対象布  

置は，全てのクラスターに共通する26個の  

対象間の非類似関係（1週から13週までの  

各週の当該ブランドと他ブランドの購入数  

の違いによる各週のブランド間の距離）を  

表す．重み布置は，各クラスターの共通対  

象布置の次元に対する重要性，すなわち，  

各週のブランド間の距離におけるクラスタ  

ー間の差異を表す．   

rNDSCALの各次元についてその意味を  

解釈し（Arabie，etal．，1987），回帰分析により，  

当該ブランドと他ブランドの27週から39  

週の次元の値を予測する．  

5 シェアの予測   

シェアの予測は，（a）27週から39週の次  

元の予測値を各クラスターを表現する理想  

ベクトルに射影し，（b）射影の値からそのク  

ラスターでの当該ブランドと他ブランドの  

購入数を推定し，（C）各クラスターの購入数  

をもとに当該ブランドのシェアを求める．   

具体的な予測値および理想点を用いた場  

合との比較は発表の際に述べる．   

最後になってしまったが，貴重なスキャ  

ナーパネルデータをご提供頂いた（財）流  

通経済研究所守口剛氏に感謝の意を表す．  

参考文献  

Arabie，P．，CarrO11，J．D．，＆DeSatbo，W．S．  

（1987）．乃rビピーⅥノ町∫C（班J官（rJJ〟c血∫Jビrわ好．   

NewburyPark，CA：Sage．  

Carroll，），D．（1972）．Individualdiffbrencesand   

multidimensionalscaling，InR．N，Shepard，   

A．K．Romney，＆S．B．Nerlove（Eds．），   

〃JJ／／Jd／肘枕…′′′‘J／・、川／′J甘〃…′二l…′′‘／  

（坪〟c（才Jわ那加血∂ど力αVわm／∫Cね〃Cビ∫r′′bエノ  

I71eOlγ（pp．105－155）．NewYork，NY二   

SeminarPress．  

Carro11，J．D．，＆Chang，J．J．（1970）．Analysis   

ofindividualdifrtrencesinmultidimensional   

SCaling．P・V／Chomelrika，35，283－319・  

岡太彬訓・丸茂淳子（1993）．集団間と集団内   

の差異を明らかにするMDPREFの応用   

方法．理論と方法，β，127－141．  

岡太彬訓・宮内綾子・渡辺玲里（1996）．ク   

ラスターと次元にもとづく新製品の購入   

数の予測値【要旨］．日本オヘレーション   

ズ・リサーチ学会1996年度春季研究発表   

会アブストラクト集，pp．104－105．  

4 PREFMAP一理想ベクトルー   

各クラスタ一についての1週から13週  

までの各週の当該ブランドと他ブランドの  

平均購入数（クラスターを構成するパネル  

メンバーにおける平均）を，26個の対象に  

対するそのクラスターの選好度と考える．  

各クラスターの平均購入数とmDSCALで  

得られた共通対象布置を用いることにより，  

PREFMAP（Carroll，1972）を利用して各クラ  

スタ｝を理想ベクトルとして共通対象布置  

に表現する．対象を表す点からクラスターー  

を表現する理想ベクトルヘの射影と平均購  
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